
視
点
＝

年
度
第
１
四
半
期
切
板
需
要
見
通
し

需
要
低
迷
、在
庫
の
調
整
局
面
続
く

松
枝
寛
祐
氏
が
死
去

元
大
陽
日
酸
会
長

山九グループ

溶
接
な
ど
基
礎
研
修
に

人

新
入
社
員
研
修
ス
タ
ー
ト

ＪＦＥエンジニアリング

縦型液ガス式熱量
調整装置が初採用
省スペース化とコストダウンに寄与

変
化
を
恐
れ
ず
成
長
を

大
阪
富
士
工
業
　


周
年
へ
向
け
新
入
社
員
を
歓
迎

（２）第３５７５号 第３種郵便物認可 ２０２５年（令和年）４月２２日（毎週火曜日発行）

　
訂
正

　
４
月

日
１
面
「
行
く

ぞ
万
博
」
の
記
事
中
に
あ

る
「
ま
ほ
ろ
ば
」
の
運
航

日
は
、
火
・
金
・
土
で
し

た
。
日
曜
日
は
運
航
し
ま

せ
ん
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

　
松
枝
寛
祐
氏
（
ま
つ
え

だ
・
ひ
ろ
す
け
、
元
大
陽

日
酸
［
現
日
本
酸
素
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
］
会
長
）

３
月

日
、
敗
血
症
の
た

め
死
去
。

歳
。
通
夜
・

葬
儀
は
近
親
者
の
み
で
執

り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は
長

女
の
祐
子
さ
ん
。
な
お
、

「
お
別
れ
の
会
」
の
予
定

は
な
い
。

　
松
枝
氏
は
、
１
９
６
５

年
４
月
に
旧
日
本
酸
素
に

入
社
し
、

年
６
月
に
人

事
部
長
、

年
６
月
に
取

締
役
、

年
６
月
に
常
務

取
締
役
、
２
０
０
１
年
６

月
に
専
務
取
締
役
、

年

６
月
に
代
表
取
締
役
専

務
、

年
４
月
に
代
表
取

締
役
副
社
長
を
経
て
、


年
６
月
に
は
元
大
陽
日
酸

（

年

月
旧
日
本
酸
素

と
旧
大
陽
東
洋
酸
素
と
の

合
併
に
よ
り
商
号
変
更
、

現
日
本
酸
素
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
）
の
代
表
取
締
役

社
長
に
就
任
。

年
６
月

に
代
表
取
締
役
会
長
と
な

り
、
そ
の
後
、

年

月

に
取
締
役
相
談
役
、

年

６
月
相
談
役
な
ど
、
要
職

を
歴
任
し
た
。

入
社
式
の
も
よ
う

「
縦
型
Ａ
ｔ
ｏ
Ｍ
Ｓ
」
採
用

の
熱
量
調
整
設
備

　
「
ご
安
全
に
！
」
若
い

元
気
な
声
が
、
鉄
鋼
の
城

下
町
、
君
津
の
空
の
下
に

こ
だ
ま
し
た
。４
月

日
、

山
九
グ
ル
ー
プ
で
人
材
育

成
を
担
う
サ
ン
キ
ュ
ウ
リ

サ
ー
チ
ア
ン
ド
ク
リ
エ
イ

ト
東
日
本
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
（
千
葉
県
君
津
市
）

は
、
同
グ
ル
ー
プ
東
日
本

の
現
場
配
属
新
入
社
員


人
（
君
津
支
店

人
、
千

葉
支
店

人
、
東
海
支
店


人
、
鹿
島
支
店

人
、

三
重
支
店
６
人
、
鹿
島
鉄

鋼
支
店
１
人
、
静
岡
支
店

１
人
、山
九
重
機
工
２
人
）

を
集
め
、
２
０
２
５
年
度

新
入
社
員
整
備
基
礎
研
修

の
開
講
式
を
開
催
し
た
。

　
冒
頭
、
同
セ
ン
タ
ー
の

中
西
克
也
所
長
は
「
こ
の

研
修
で
は
、『
一
期
一
会
』

と
『
働
く
と
は
』
の
２
点

を
心
が
け
て
ほ
し
い
。
一

期
一
会
は
、
一
緒
に
研
修

す
る
仲
間
や
指
導
員
、
関

係
す
る
ス
タ
ッ
フ
と
の
出

会
い
と
と
も
に
、
研
修
で

経
験
す
る
瞬
間
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
働

く
と
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
に
な
る
こ
と
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
自
分
の

持
つ
技
術
・
技
能
、
専
門

性
で
請
け
負
っ
た
ミ
ッ
シ

ョ
ン
（
仕
事
）
を
や
り
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
る
の

が
、
プ
ロ
で
あ
る
。
プ
ロ

に
な
る
こ
と
を
意
識
し

て
、
こ
の
研
修
で
プ
ロ
に

必
要
な
技
術
・
技
能
、
専

門
性
を
磨
い
て
ほ
し
い
」

と
し
た
。

　
開
講
式
終
了
後
、
新
入

社
員
一
同
は
、
９
班
に
分

か
れ
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
。
翌

日
は
基
礎
学

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
、


日
か
ら
６
月
４
日
ま
で
の

約
２
ヵ
月
間
に
わ
た
り
、

ア
ー
ク
溶
接
、ガ
ス
溶
断
、

玉
掛
、
ハ
ン
マ
リ
ン
グ
、

穴
あ
け
・
タ
ッ
プ
・
け
が

き
、
砥
石
、
や
す
り
、
測

定
、
図
面
制
作
、
足
場
組

立
な
ど
の
基
礎
技
能
や
、

基
礎
安
全
教
育
の
実
習
を

受
け
る
。
同
研
修
終
了
後

は
、
各
配
属
先
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ

な
ど
に
よ
り
、
本
格
的
な

技
能
を
身
に
付
け
、
一
人

前
の
溶
接
士
な
ど
を
目
指

す
。

中西所長

月平均切断量・母材受入量・出荷量と期末在庫量の推移

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
（
福
田
一
美
社
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
東
邦
ガ
ス

と
共
同
開
発
し
た
液
ガ
ス

式
熱
量
調
整
装
置
「
Ａ
ｔ

ｏ
Ｍ
Ｓ
（
Ａ
ｔ
ｏ
ｍ
ｉ
ｚ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
Ｍ
ｉ
ｘ
ｉ

ｎ
ｇ
　
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
）」

の
縦
置
き
型
が
大
阪
ガ
ス

泉
北
製
造
所
で
初
採
用
さ

れ
た
。
同
製
造
所
で
発
生

す
る
Ｂ
Ｏ
Ｇ
（
液
化
ガ
ス

貯
蔵
タ
ン
ク
内
で
発
生
す

る
気
化
ガ
ス
）
を
処
理
す

る
た
め
の
全
体
設
備
の
う

ち
新
設
の
熱
量
調
整
設
備

向
け
に
納
入
し
た
も
の
。

従
来
比
で
最
大

％
の
省

ス
ペ
ー
ス
化
と
配
管
工
事

費
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
寄

与
す
る
点
が
採
用
の
決
め

手
と
な
っ
た
。

　
高
圧
で
大
容
量
の
都
市

ガ
ス
製
造
に
多
く
使
わ
れ

て
い
る
従
来
方
式
の
液
ガ

ス
式
熱
量
調
整
装
置
は
、

小
流
量
域
で
運
転
す
る
場

合
、
大
小
２
系
列
の
ユ
ニ

ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ
る
必

要
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
切

り
替
え
る
際
の
制
御
が
難

し
い
こ
と
や
設
置
ス
ペ
ー

ス
の
増
大
、
コ
ス
ト
ア
ッ

プ
が
課
題
と
な
っ
て
い

た
。
一
方
、
「
Ａ
ｔ
ｏ
Ｍ

Ｓ
」は
天
然
ガ
ス（
Ｎ
Ｇ
）

に
液
体
の
液
化
石
油
ガ
ス

（
Ｌ
Ｐ
Ｇ
）
を
直
接
注
入

す
る
液
ガ
ス
式
熱
量
調
整

装
置
に
新
開
発
の
微
粒
化

ノ
ズ
ル
機
構
を
組
込
み
、

従
来
比
約
４
倍
の
流
量
範

囲
で
の
熱
量
調
整
が
可
能

な
方
式
と
し
た
。
微
粒
化

ノ
ズ
ル
機
構
に
よ
り
１
系

列
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
幅
広
い

流
量
・
天
然
ガ
ス
熱
量
範

囲
の
運
転
に
対
応
で
き
、

省
ス
ペ
ー
ス
化
と
建
設
コ

ス
ト
の
削
減
に
貢
献
す

る
。

　
そ
れ
が
今
回
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
Ｄ

ａ
ｉ
ｇ
ａ
ｓ
ガ
ス
ア
ン
ド

パ
ワ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

（
土
井
社
長
）
か
ら
受
注

し
た
大
阪
ガ
ス
泉
北
製
造

所
で
の
Ｂ
Ｏ
Ｇ
熱
量
調
整

設
備
新
設
工
事
で
採
用
さ

れ
た
。
既
存
の
横
型
を
改

良
し
縦
置
き
配
置
で
も
使

用
可
能
と
し
た
も
の
が
導

入
さ
れ
て
お
り
、
「
縦
型

Ａ
ｔ
ｏ
Ｍ
Ｓ
」
の
初
納
入

案
件
と
な
る
。
「
縦
型
Ａ

ｔ
ｏ
Ｍ
Ｓ
」
は
、
熱
量
調

整
装
置
の
改
造
時
や
更
新

時
の
敷
地
制
約
に
対
応
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
発
さ

れ
、
既
存
の
横
型
と
比
べ

て
さ
ら
な
る
省
ス
ペ
ー
ス

化
を
実
現
し
た
。

　
同
社
は
今
後
増
加
が
見

込
ま
れ
る
天
然
ガ
ス
（
シ

ェ
ー
ル
ガ
ス
）
な
ど
の
低

熱
量
Ｌ
Ｎ
Ｇ
に
対
応
で
き

都
市
ガ
ス
の
安
定
供
給
に

貢
献
す
る
製
品
と
し
て
都

市
ガ
ス
事
業
者
に
提
案
し

て
い
く
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
を
着
実
に

進
め
て
い
く
中
で
、
他
の

化
石
燃
料
か
ら
の
転
換
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

調
整
電
源
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
す
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の

需
要
増
加
に
応
え
る
べ
く

「
縦
型
Ａ
ｔ
ｏ
Ｍ
Ｓ
」
の

拡
販
に
努
め
、
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す

る
考
え
だ
。

　
大
阪
富
士
工
業
（
大
島

大
社
長
）
は
４
月
１
日
、

兵
庫
県
尼
崎
市
の
本
社
に

て
入
社
式
を
執
り
行
い
、

新
た
な
仲
間
と
な
る
新
入

社
員

人
を
温
か
く
迎
え

入
れ
た
。
記
念
す
べ
き
創

立

周
年
を
迎
え
る
本

年
、
入
社
し
た
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
顔
ぶ
れ
に
対
し
、
大

島
社
長
は
長
年
の
歴
史
と

実
績
を
誇
り
つ
つ
、
変
化

を
恐
れ
ず
成
長
し
続
け
る

企
業
姿
勢
を
強
調
し
た
。

　
式
典
で
は
、
大
島
社
長

が
新
入
社
員
に
向
け
て
祝

辞
を
述
べ
た
。
冒
頭
で
入

社
へ
の
感
謝
と
歓
迎
の
意

を
示
し
、
１
９
５
５
年
の

設
立
か
ら
鉄
鋼
業
を
ル
ー

ツ
に
持
ち
、
「
社
会
に
求

め
ら
れ
る
も
の
を
提
供
す

る
」と
い
う
理
念
の
も
と
、

従
業
員
約
２
０
０
０
人
、

グ
ル
ー
プ
５
社
、
売
上
高

約
３
０
０
億
円
へ
と
成
長

を
遂
げ
た
同
社
の
歩
み
を

説
明
。

　
ま
た
、
「
大
阪
富
士
工

業
は
人
と
現
場
の
会
社
」

で
あ
る
と
述
べ
、
目
立
た

な
い
な
が
ら
も
社
会
を
支

え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
と
強
調
し
た
。
ま

た
、
２
０
２
５
年
の
創
立


周
年
を
機
に
、
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
変
革

を
推
進
し
て
い
く
方
針
を

示
し
、
「
時
代
と
と
も
に

成
長
す
る
企
業
」
と
い
う

企
業
理
念
を
改
め
て
提

示
。
「
変
化
の
多
い
時
代

に
対
応
し
な
が
ら
も
、
人

を
大
切
に
す
る
と
い
う
軸

は
変
え
ず
、
そ
の
た
め
に

組
織
そ
の
も
の
を
変
化
さ

せ
て
い
く
、
『
変
わ
ら
な

い
た
め
に
変
わ
る
』
こ
と

を
実
行
し
て
い
く
」
と
力

強
く
語
っ
た
。

　
新
入
社
員
に
向
け
て
最

も
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
、
大
島
社
長
は
「
経

営
の
根
幹
は
安
全
で
あ

る
」
と
訴
え
た
。
鉄
鋼
業

界
に
お
け
る
安
全
の
重
要

性
を
説
き
、
過
去
の
教
訓

か
ら
生
ま
れ
た
ル
ー
ル
を

順
守
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
強
調
。
そ
の
上
で
、
現

場
で
の
気
づ
き
や
改
善
提

案
を
積
極
的
に
周
囲
に
相

談
す
る
よ
う
促
し
た
。

　
最
後
に
、
今
年
の
桜
の

開
花
状
況
に
触
れ
、
開
花

後
の
低
温
が
桜
を
長
く
咲

か
せ
る
こ
と
に
例
え
、

「
皆
さ
ん
も
最
初
は
苦
労

す
る
こ
と
が
多
い
と
思
う

が
、
状
況
に
は
色
々
な
見

方
が
で
き
る
、
前
向
き
に

捉
え
て
乗
り
越
え
て
ほ
し

い
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
新
入
社
員
た
ち
は
、

社
長
の
言
葉
を
胸
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
配
属
先
で
社
会

に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

周
年
と

い
う
節
目
を
迎
え
、
さ
ら

な
る
発
展
を
目
指
す
同
社

の
新
た
な
一
歩
と
な
る
入

社
式
と
な
っ
た
。

　
全
国
の
厚
板
溶
断
業
者

で
組
織
す
る
全
国
厚
板
シ

ヤ
リ
ン
グ
工
業
組
合
（
中

島
克
英
理
事
長
＝
富
士
鉄

鋼
セ
ン
タ
ー
社
長
、
Ｚ
Ｓ

Ｋ
）
は
こ
の
ほ
ど
、
経
済

産
業
省
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

２
０
２
５
年
度
第
１
四
半

期
（

年
４
―
６
月
期
）

の
切
板
需
要
見
通
し
を
報

告
し
た
。
月
当
た
り
平
均

切
断
量
は
前
年
同
期
比
０

・
９
％
増
の

万
５
０
０

０
㌧
、
同
出
荷
量
は
同
０

・
７
％
増
の

万
㌧
と
依

然
低
水
準
な
が
ら
も
プ
ラ

ス
に
転
じ
る
一
方
、
同
母

材
受
入
量
は
同
２
・
８
％

減
の

万
㌧
、
期
末
在
庫

量
は
同
８
・
３
％
減
の


万
５
０
０
０
㌧
と
な
り
仕

入
れ
の
抑
制
に
よ
る
在
庫

の
調
整
局
面
が
続
く
と
予

測
す
る
。
切
断
量
と
出
荷

量
に
つ
い
て
は

年
度
第

２
四
半
期
以
降
、
コ
ロ
ナ

禍
に
直
面
し
た

年
度
を

下
回
る
過
去
最
低
レ
ベ
ル

を
記
録
し
て
お
り
、
現
状

が
需
要
の
大
底
と
の
見
方

が
大
勢
だ
。
当
面
、
切
板

需
要
の
劇
的
な
回
復
は
見

込
め
ず
、

年
度
上
期
は


年
度
下
期
比
横
ば
い
ま

た
は
微
増
で
推
移
す
る
と

み
て
い
る
。

　
同
組
合
で
は
毎
月
実
施

し
て
い
る
鋼
板
流
通
調
査

（
組
合
員
１
６
２
事
業
所

が
対
象
）
に
基
づ
き
、
四

半
期
ご
と
の
切
板
需
要
動

向
を
ま
と
め
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、

年
度
第

３
四
半
期
の
月
当
た
り
平

均
切
断
量
は
前
年
同
期
比

８
・
１
％
減
の

万
３
０

０
０
㌧
、
同
母
材
受
入
量

は
同

・
１
％
減
の

万

６
０
０
０
㌧
、
同
出
荷
量

は
同

・
１
％
減
の

万

４
０
０
０
㌧
、
期
末
在
庫

量
は
同
２
・
２
％
減
の


万
５
０
０
０
㌧
と
な
っ

た
。
３
ヵ
月
前
の
推
計
値

と
比
べ
て
切
断
量
は
２
０

０
０
㌧
、
受
入
量
は
１
万

４
０
０
０
㌧
、
出
荷
量
は

６
０
０
０
㌧
の
マ
イ
ナ

ス
。
長
引
く
需
要
低
迷
が

影
響
し
て
伸
び
悩
み
、
切

断
量
と
出
荷
量
は
過
去


年
間
で
の
最
低
を
更
新
し

た
前
四
半
期
実
績
を
上
回

っ
た
も
の
の
、

年
度
上

半
期
の
水
準
に
と
ど
ま
っ

た
。
受
入
量
を
抑
え
た
こ

と
で
在
庫
は
減
少
傾
向
を

た
ど
り
、

年
度
第
４
四

半
期（

万
１
０
０
０
㌧
）

以
来
の
水
準
ま
で
調
整
が

進
ん
だ
。

　

年
度
第
４
四
半
期
も

切
板
市
場
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
わ
ら
ず
、


年
度
第
１
四
半
期
に
か

け
て
分
野
を
問
わ
ず
需
要

回
復
の
兆
し
が
見
え
な
い

状
況
が
続
く
。
建
材
分
野

は
建
築
鉄
骨
向
け
、
橋
梁

向
け
と
も
に
溶
断
業
者
の

活
動
水
準
は
過
去
最
低
レ

ベ
ル
に
あ
り
、
建
産
機
分

野
は
欧
米
向
け
販
売
の
減

速
な
ど
に
よ
る
メ
ー
カ
ー

の
減
産
に
伴
い
切
板
需
要

も
振
る
わ
な
い
。
店
売
り

分
野
は
全
体
的
に
低
調
で

短
納
期
・
小
ロ
ッ
ト
の
受

注
を
メ
ー
ン
に
そ
の
場
を

し
の
い
で
い
る
。
厚
板
メ

ー
カ
ー
で
あ
る
中
部
鋼
鈑

の
製
鋼
工
場
の
事
故
を
受

け
て
市
中
の
材
料
を
確
保

す
る
動
き
や
切
板
の
ス
ポ

ッ
ト
注
文
増
な
ど
も
見
ら

れ
た
が
、
需
要
低
迷
を
反

映
し
て
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

混
乱
は
生
じ
て
い
な
い
。

　
需
要
分
野
別
の
概
況
と

見
通
し
は
次
の
通
り
。

　
▽
鉄
骨
＝

年
度
の
鉄

骨
需
要
は
２
年
連
続
で
４

０
０
万
㌧
割
れ
と
な
る
見

込
み
。
建
設
コ
ス
ト
高
騰

や
人
材
不
足
、
図
面
承
認

遅
れ
な
ど
に
よ
る
工
程
の

ず
れ
込
み
が
影
響
し
、
計

画
物
件
の
中
断
や
着
工
延

期
、
計
画
自
体
の
見
直
し

が
相
次
ぎ
、
需
要
回
復
の

兆
し
が
見
ら
れ
な
い
。
こ

う
し
た
中
、
一
部
の
ゼ
ネ

コ
ン
で
は
海
外
鉄
骨
の
輸

入
、
コ
ス
ト
削
減
を
狙
っ

た
設
計
変
更
な
ど
の
動
き

も
出
て
い
る
と
い
う
。

　
▽
橋
梁
・
土
木
＝

年

４
―

月
の
橋
梁
入
札
量

実
績
は
累
計
６
万
９
０
０

０
㌧
と
年
率
換
算
で

万

㌧
に
満
た
な
い
規
模
と
な

り
、
今
年
度
通
期
の
実
績

は
統
計
上
で
の
過
去
最
低

を
記
録
し
た
昨
年
度
の


万
８
０
０
０
㌧
を
大
き
く

下
回
る
見
込
み
。

年
度

も
新
設
事
業
は

年
度
並

み
の
低
規
模
が
続
く
と
み

ら
れ
、
４
月
以
降
の
溶
断

業
者
の
仕
事
量
は
よ
り
一

層
厳
し
い
も
の
と
な
る
見

通
し
だ
。

　
▽
建
機
＝
海
外
需
要
は

依
然
、
北
米
向
け
や
欧
州

向
け
の
不
透
明
感
が
強

く
、
中
国
で
は
経
済
活
動

の
停
滞
に
伴
う
大
幅
需
要

減
が
続
い
て
い
る
。
東
南

ア
ジ
ア
の
マ
イ
ニ
ン
グ
向

け
は
引
き
続
き
堅
調
だ

が
、
全
体
と
し
て
は
経
済

の
先
行
き
不
透
明
感
に
よ

り
当
面
、
需
要
低
迷
が
続

く
見
通
し
。
国
内
建
機
メ

ー
カ
ー
各
社
の
生
産
計
画

に
大
き
な
変
化
は
な
く
、

主
力
の
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
で

は
前
年
度
比
２
割
程
度
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

　
▽
産
機
＝
産
機
関
連
の

切
板
需
要
は
低
位
横
ば

い
。
工
作
機
械
受
注
金
額

に
つ
い
て
は
１
月
が
前
月

比
約

％
減
、
前
年
同
月

比
約
５
％
増
と
な
っ
た
。

こ
の
分
野
も
早
期
の
需
要

回
復
が
待
た
れ
る
状
況
に

あ
る
。

　
▽
船
舶
・
そ
の
他
＝


暦
年
の
輸
出
船
契
約
実
績

は
１
１
１
６
万
総
㌧
と
４

年
連
続
で
１
０
０
０
万
総

㌧
を
超
え
た
。
日
本
の
造

船
所
の
手
持
ち
工
事
量
は

３
年
以
上
を
確
保
し
て
い

る
模
様
。
た
だ
、
中
長
期

的
な
建
設
コ
ス
ト
の
見
通

し
が
立
た
な
い
点
と
、
人

手
不
足
や
機
器
調
達
難
な

ど
に
よ
り
建
造
ピ
ッ
チ
が

上
げ
ら
れ
な
い
状
況
に
変

わ
り
は
な
い
。
こ
う
し
た

中
、

年
度
の
造
船
向
け

厚
板
需
要
は
前
年
比
微
減

の
２
６
６
万
㌧
程
度
と
な

り
、

年
度
も
同
等
の
水

準
に
と
ど
ま
る
見
込
み

だ
。

　
▽
店
売
り
＝
建
築
・
土

木
関
連
や
産
機
部
門
で
の

低
調
が
継
続
。
加
え
て
建

機
部
門
で
も
需
要
が
減
少

傾
向
の
ま
ま
で
、
厳
し
い

需
要
環
境
が
続
く
。
１
月

に
起
き
た
電
炉
メ
ー
カ
ー

の
火
災
事
故
に
よ
り
市
中

の
電
炉
材
在
庫
は
品
薄
状

態
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の

影
響
が
注
視
さ
れ
る
。
全

体
的
に
厚
板
需
要
の
低
迷

が
続
く
と
見
込
ま
れ
、
溶

断
各
社
は
今
後
も
市
況
維

持
と
コ
ス
ト
転
嫁
に
注
力

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。


